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◉
交
通
局
規
程
第
十
六
号

東
京
都
交
通
局
自
動
車
営
業
所
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
自
動
車
営
業
所
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
自
動
車
営
業
所
処
務
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
交
通
局
規
程
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
東
京
都
交
通
局
江
東
自
動
車
営
業
所
の
項
中
「
、
直
行
第
二
号
系
統
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
十
七
号

東
京
都
交
通
局
電
子
署
名
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
電
子
署
名
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
電
子
署
名
規
程
（
令
和
六
年
交
通
局
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
六
条
中
「
企
画
担
当
部
長
」
を
「
経
営
改
革
推
進
担
当
部

長
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
課
長
」
を
「
総
務
部
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
課
長
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
五
項
及
び
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定
中
「
企
画
担
当
部
長
」
を
「
経
営
改
革

推
進
担
当
部
長
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
、
第
二
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式
中
「
企
画
担
当
部
長
」
を
「
経
営
改
革
推
進
担
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当
部
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
十
八
号

東
京
都
交
通
局
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
開
発
・
運
用
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
開
発
・
運
用
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
開
発
・
運
用
規
程
（
令
和
五
年
交
通
局
規
程
第
四
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
企
画
担
当
部
長
」
を
「
経
営
改
革
推
進
担
当
部
長
」
に
改
め
る
。

第
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
情
報
処
理
指
導
主
任
」
を
「
Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
見
出
し
中
「
情
報
処
理
指
導
主
任
」
を
「
Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
情
報
処
理
指
導
主
任
は
」
を
「
Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
、
局
の
Ｄ
Ｘ
推
進
主
管
課
と
連
携
し
」
に

改
め
、
同
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
電
子
情
報
処
理
の
促
進
及
び
改
善
」
を
「
デ
ジ
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
啓
発
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
情
報
資
産
の
適
正

な
管
理
」
を
「
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中

「
前
三
号
」
を
「
前
二
号
」
に
、
「
電
子
情
報
処
理
」
を
「
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
三
号
と
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
情
報
処
理
指
導
主
任
」
を
「
Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
及
び
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
中
「
企
画
担
当
部
長
」
を
「
経
営
改
革
推
進

担
当
部
長
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
企
画
担
当
部
長
に
」
を
「
経
営
改
革
推
進
担
当
部
長
に
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し

書
中
「
企
画
担
当
部
長
」
を
「
経
営
改
革
推
進
担
当
部
長
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
企
画
担
当
部
長
に
」
を
「
経
営
改
革
推
進
担
当
部
長
に
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し

書
中
「
企
画
担
当
部
長
」
を
「
経
営
改
革
推
進
担
当
部
長
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
の
規
定
中
「
企
画
担
当
部
長
」
を
「
経
営
改
革
推
進
担
当
部

長
」
に
改
め
る
。

附
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こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
十
九
号

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
四
年
交
通
局
規
程
第
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
一
万
分
の
一
万
百
二
十
」
を
「
一
万
分
の
九
千
九
百
」
に
、
「
一

万
分
の
一
万
三
千
七
百
九
十
九
」
を
「
一
万
分
の
一
万
三
千
四
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
一
万
分
の
二
万
二
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
二
千
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
分
の
二

万
三
千
」
を
「
一
万
分
の
二
万
二
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
一
万
分
の
一
万
四
百
五
十
七

・
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
十
二
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
七
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
一
万
六

千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
分
の
一
万
五
百
七
十
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
百
二
十

五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
六
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
一
万
五
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「
一
万
分
の
五
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
五
千
二
百
八
十
」
に
、
「
一
万
分
の
七
千
四
百
九
十
九
」
を

「
一
万
分
の
七
千
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
一
万
分
の
六
千
七
・
五
」
を
「
一
万
分
の

五
千
七
百
八
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
一
万
分
の
五
千
百
十
七
・
五
」
を
「
一
万
分
の
四
千

八
百
九
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
一
万
分
の
五
千
百
七
十
五
」
を
「
一
万
分
の
四
千
九
百
五

十
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◉
交
通
局
規
程
第
二
十
号

東
京
都
交
通
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年

交
通
局
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

東
京
都
交
通
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
程

第
一
条
中
「
及
び
期
末
手
当
」
を
「
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
東
京
都
交
通
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
」
を

「
東
京
都
交
通
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
程
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
及
び
期
末
手
当
」
を
「
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条

と
し
、
第
十
九
条
の
次
に
次
の
十
条
を
加
え
る
。

（
勤
勉
手
当
）

第
二
十
条

勤
勉
手
当
は
、
基
準
日
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
次
条
第
一
項
で
定

め
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
に
対
し
、
そ
の
者
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準

日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
第
二
十
八
条
で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月
以

内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
任
期
の
満
了
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
会
計
年
度
任
用
職
員
（
次

条
第
二
項
で
定
め
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

２

勤
勉
手
当
の
額
は
、
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
報
酬
の
額
を
基
礎
と
し
て
第
二
十
七

条
で
定
め
る
額
（
以
下
「
勤
勉
手
当
基
礎
額
」
と
い
う
。
）
に
、
第
二
十
二
条
で
定
め
る
支
給
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
局
長
が
支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
総
額
は
、

こ
の
項
前
段
で
定
め
る
額
に
、
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十

四
年
交
通
局
規
程
第
十
八
号
。
以
下
「
勤
勉
手
当
規
程
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
職
員
（
同
号
に
規
定
す
る
企
㈠
四
級
等
職
員
、
企
㈡
五
級
等
職
員
及
び
企
㈠
五
級
等
職
員
を
除

く
。
）
に
適
用
さ
れ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

３

勤
勉
手
当
の
不
支
給
及
び
一
時
差
止
め
は
、
勤
勉
手
当
規
程
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
る
。

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
勤
勉
手
当
の
支
給
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
局
長
が
別
に

定
め
る
。

（
勤
勉
手
当
の
支
給
対
象
外
職
員
）

第
二
十
一
条

前
条
第
一
項
前
段
で
定
め
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
一
項
の

規
定
を
準
用
す
る
。

２

前
条
第
一
項
後
段
で
定
め
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
を
準

用
す
る
。

（
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
）

第
二
十
二
条

第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
割
合
は
、
次
条
に
規
定
す
る
期
間
率
に
、
第
二
十

五
条
に
規
定
す
る
成
績
率
を
乗
じ
て
得
た
割
合
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
か
ら

第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
成
績
率
を
算
定
し
た
者
の
割
合
に
、
千
分
の
十
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

（
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
算
定
に
係
る
期
間
率
）

第
二
十
三
条

前
条
に
規
定
す
る
期
間
率
は
、
支
給
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
期
間
の
区
分
に
応

じ
、
勤
勉
手
当
規
程
第
四
条
第
一
項
の
表
に
定
め
る
割
合
と
す
る
。

（
勤
務
時
間
）

第
二
十
四
条

前
条
に
規
定
す
る
勤
務
期
間
は
、
こ
の
規
程
の
適
用
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ
い
て
日
を
単
位
と
し
て
計
算
す
る
。

２

前
項
の
期
間
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
除
算
す
る
。

一

第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
期
間

二

東
京
都
交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
交
通
局
規
程

第
三
号
）
別
表
の
傷
病
欠
勤
に
よ
り
勤
務
し
な
か
っ
た
期
間

三

会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
暇
を
承
認
さ
れ
、
こ

れ
に
よ
り
勤
務
し
な
か
っ
た
期
間
（
所
定
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
お
い
て
勤
務
し
な
い
介
護
休
暇

が
あ
る
場
合
は
、
局
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
日
に
換
算
し
た
期
間
を
含
む
。
）
が
三
十

日
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
勤
務
し
な
か
っ
た
全
期
間
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四

法
令
等
の
規
定
に
よ
り
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
局
長
が
別
に
定

め
る
事
由
若
し
く
は
傷
病
若
し
く
は
交
通
機
関
の
事
故
等
の
事
由
に
よ
ら
な
い
で
、
又
は
無
届
で

勤
務
し
な
い
日
（
以
下
「
私
事
欠
勤
等
」
と
い
う
。
）
の
取
扱
い
を
受
け
た
期
間

五

局
長
が
別
に
定
め
る
事
由
に
該
当
し
、
勤
務
し
な
か
っ
た
期
間

３

会
計
年
度
任
用
職
員
が
所
定
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り

勤
務
し
な
い
場
合
は
、
局
長
が
別
に
定
め
る
期
間
を
除
算
す
る
。

一

前
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
勤
務
し
な

い
場
合

二

会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
介
護
時
間
を
承
認
さ
れ
、
こ

れ
に
よ
り
勤
務
し
な
い
場
合
（
局
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
日
に
換
算
し
た
期
間
が
三
十

日
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）

三

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
に
よ
り
勤
務
し
な
い
場
合
（
局
長
が
別

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
日
に
換
算
し
た
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）

（
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
算
定
に
係
る
成
績
率
）

第
二
十
五
条

第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
成
績
率
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
成
績
に
よ
り
、
一

万
分
の
一
万
二
百
三
十
七
・
五
以
上
、
勤
勉
手
当
規
程
第
四
条
の
三
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
職
員

に
適
用
さ
れ
る
上
限
の
値
以
下
の
範
囲
内
で
そ
れ
ぞ
れ
局
長
が
定
め
る
割
合
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
、
支
給
期
間
に
お
い
て
勤
勉
手
当
規

程
第
四
条
の
三
第
三
項
の
表
の
減
額
事
由
の
区
分
の
一
に
該
当
す
る
者
の
成
績
率
は
、
前
項
に
規
定

す
る
割
合
に
、
百
分
の
百
か
ら
当
該
区
分
に
掲
げ
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
も
の
を
乗
じ
て
得
た
割
合

と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
、
支
給
期
間
に
お
い
て
勤
勉
手
当

規
程
第
四
条
の
三
第
三
項
の
表
の
減
額
事
由
の
区
分
の
二
以
上
に
該
当
す
る
者
の
成
績
率
は
、
第
一

項
に
規
定
す
る
割
合
に
、
百
分
の
百
か
ら
当
該
区
分
に
掲
げ
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
も
の
を
順
次
乗

じ
て
得
た
割
合
と
す
る
。

４

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
私
事
欠
勤
等
は
、
日
を
単
位
と
し
て
計
算
す
る
。

５

会
計
年
度
任
用
職
員
が
所
定
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
お
い
て
私
事
欠
勤
等
の
事
由
に
よ
り
勤
務
し

な
い
場
合
は
、
当
該
勤
務
し
な
い
時
間
を
局
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
日
に
換
算
す
る
。

（
勤
務
期
間
等
の
通
算
）

第
二
十
六
条

次
に
掲
げ
る
者
が
、
引
き
続
い
て
こ
の
規
程
の
適
用
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
と

な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
程
適
用
前
の
そ
れ
ら
の
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
、
私
事
欠
勤

等
又
は
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
停
職
、
減
給
若
し
く
は
戒
告
の
処
分
（
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
処
分
を
含
む
。
）
を
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
規
程
適
用
後
の
勤
務
期
間
、
私
事
欠
勤
等
又
は
同
項
の

規
定
に
よ
る
停
職
、
減
給
若
し
く
は
戒
告
の
処
分
と
み
な
し
て
第
二
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定

を
適
用
す
る
。

一

給
与
規
程
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者

二

前
号
に
定
め
る
者
の
ほ
か
、
特
に
局
長
が
定
め
る
者

２

こ
の
規
程
の
適
用
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
で
、
異
な
る
任
命
権
者
に
任
用
さ
れ
た
期
間
は

通
算
し
な
い
。

（
勤
勉
手
当
基
礎
額
の
意
義
）

第
二
十
七
条

勤
勉
手
当
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
第
十
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
勤
勉
手
当
の
支
給
日
）

第
二
十
八
条

勤
勉
手
当
の
支
給
日
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
勤
勉
手
当
基
礎
額
の
端
数
計
算
）

第
二
十
九
条

勤
勉
手
当
基
礎
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の

と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
一
号

東
京
都
交
通
局
契
約
事
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
契
約
事
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
契
約
事
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
交
通
局
規
程
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。
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第
三
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
一
条

の
十
三
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
中
「
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
三

号
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
三

第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
た
だ
し
書
中
「
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
三
第
一

項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
二
号

東
京
都
交
通
局
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
八
年
交
通
局
規
程
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
第
八
項
を
第
十
項
と
し
、
第
七
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

８

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第

十
二
条
の
五
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
事
業
場
に
化
学
物
質
管
理
者
を
置
く
。

９

省
令
第
十
二
条
の
六
に
規
定
す
る
事
業
場
に
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
を
置
く
。

第
七
条
第
五
項
中
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
」
及

び
「
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
第
十
二
条
の
三
に
定
め
る
資
格
が
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
」
の
下
に

「
、
化
学
物
質
管
理
者
は
省
令
第
十
二
条
の
五
に
定
め
る
資
格
が
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
保
護
具
着
用

管
理
責
任
者
は
省
令
第
十
二
条
の
六
に
定
め
る
資
格
が
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
五
項
中
「
及
び
安
全
衛
生
推
進
者
」
を
「
、
安
全
衛
生
推
進
者
、
化
学
物
質
管
理
者
、
保

護
具
着
用
管
理
責
任
者
及
び
作
業
主
任
者
」
に
改
め
、
同
条
中
第
九
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
八
項
の

次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

９

化
学
物
質
管
理
者
は
、
省
令
第
十
二
条
の
五
に
定
め
る
事
項
を
行
う
。

１０

保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
は
、
省
令
第
十
二
条
の
六
に
定
め
る
事
項
を
行
う
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
三
号

東
京
都
電
車
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
電
車
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
電
車
条
例
施
行
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
交
通
局
規
程
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
令
和
二
年
交
通
局
規
程
第
二
十
一
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
規

程
」
と
い
う
。
」
を
、
「
令
和
五
年
交
通
局
規
程
第
三
十
二
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
障
害
者
用
Ｉ
Ｃ

規
程
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
た
だ
し
書
中
「
年
度
内
」
の
下
に
「
（
当
該
通
学
定
期
乗
車
券
が
Ｉ
Ｃ
規
程
に
定
め
る

Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
規
程
に
定
め
る
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
及
び
特
定
モ
バ
イ
ル

Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
並
び
に
障
害
者
用
Ｉ
Ｃ
規
程
に
定
め
る
障
害
者
Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
で
あ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
各
乗
車
券
を
発
売
し
た
と
き
か
ら
当
該
各
乗
車
券
に
記
録
さ
れ
た
身
分
証
明
書
又
は
通

学
証
明
書
に
記
載
の
卒
業
予
定
年
度
ま
で
の
間
）
」
を
、
「
提
示
」
の
下
に
「
、
郵
送
又
は
送
信
」
を
、

「
提
出
」
の
下
に
「
、
郵
送
又
は
送
信
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
四
号

東
京
都
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男
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東
京
都
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
（
令
和
二
年
交
通
局
規
程
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
を
発
売
し
た

と
き
か
ら
当
該
乗
車
券
に
記
録
さ
れ
た
通
学
証
明
書
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書

に
記
載
の
卒
業
予
定
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
通
学
証
明
書
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分

証
明
書
の
郵
送
又
は
送
信
を
必
要
と
し
な
い
。

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
に
通
学
定
期
乗
車
券
の
購
入
を
希
望
す
る

旅
客
は
、
保
護
者
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
定
期
旅
客
運
賃
の
決
済
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
と
き
、
決
済
に
使
用
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
関
す
る
情
報
は
、
購
入
の
都
度
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
名
義
人
が
入
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
二
条
中
「
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六

項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
五
号

東
京
都
乗
合
自
動
車
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
乗
合
自
動
車
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
乗
合
自
動
車
条
例
施
行
規
程
（
昭
和
四
十
年
交
通
局
規
程
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
令
和
五
年
交
通
局
規
程
第
三
十
三
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
障
害
者
用
Ｉ
Ｃ
規

程
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。

第
十
条
第
八
項
の
表
中
「
九
千
三
百
九
十
円
」
を
「
九
千
四
百
五
十
円
」
に
、
「
七
千
三
百
六
十

円
」
を
「
七
千
五
百
六
十
円
」
に
、
「
六
千
七
百
五
十
円
」
を
「
六
千
九
百
三
十
円
」
に
改
め
、
同
条

第
十
項
の
表
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
五
百
六
十
円
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
年
度
内
」
の
下
に
「
（
当
該
通
学
定
期
乗
車
券
が
Ｉ
Ｃ
規
程
に

定
め
る
Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
規
程
に
定
め
る
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
及
び
特
定
モ

バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
並
び
に
障
害
者
用
Ｉ
Ｃ
規
程
に
定
め
る
障
害
者
Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
乗
車
券
を
発
売
し
た
と
き
か
ら
当
該
各
乗
車
券
に
記
録
さ
れ
た
在
学
証
明
書

に
記
載
の
卒
業
予
定
年
度
ま
で
の
間
）
」
を
、
「
提
示
」
の
下
に
「
、
郵
送
又
は
送
信
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
六
号

東
京
都
乗
合
自
動
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
乗
合
自
動
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
乗
合
自
動
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
（
令
和
二
年
交
通
局
規
程
第
二
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
を
発
売
し
た

と
き
か
ら
当
該
乗
車
券
に
記
録
さ
れ
た
通
学
証
明
書
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書

に
記
載
の
卒
業
予
定
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
通
学
証
明
書
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分

証
明
書
の
郵
送
又
は
送
信
を
必
要
と
し
な
い
。

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
に
通
学
定
期
乗
車
券
の
購
入
を
希
望
す
る

旅
客
は
、
保
護
者
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
定
期
旅
客
運
賃
の
決
済
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
と
き
、
決
済
に
使
用
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
関
す
る
情
報
は
、
購
入
の
都
度
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
名
義
人
が
入
力
す
る
も
の
と
す
る
。
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第
三
十
二
条
中
「
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六

項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
七
号

東
京
都
地
下
高
速
電
車
旅
客
営
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
地
下
高
速
電
車
旅
客
営
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
地
下
高
速
電
車
旅
客
営
業
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
交
通
局
規
程
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
条
第
五
項
の
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
六
十
四
条
第
一
号
の
様
式
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
四
条
第
二
号
の
様
式
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

従
前
の
様
式
の
通
学
証
明
書
及
び
身
分
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
八
号

東
京
都
地
下
高
速
電
車
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
地
下
高
速
電
車
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
地
下
高
速
電
車
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
取
扱
規
程
（
平
成
十
九
年
交
通
局
規
程
第
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

通
学
証
明
書
の
提
出
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書
の
提
示
に
よ
り
卒
業
予
定
年

月
日
を
確
認
し
た
上
で
発
売
し
た
通
学
定
期
乗
車
券
を
継
続
発
売
す
る
と
き
は
、
当
該
乗
車
券
を
発

売
し
た
と
き
か
ら
当
該
乗
車
券
に
記
録
さ
れ
た
卒
業
予
定
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
旅
客
営
業
規
程

第
四
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
通
学
証
明
書
の
提
出
及
び
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分

証
明
書
の
提
示
を
不
要
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
九
号

東
京
都
地
下
高
速
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
地
下
高
速
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
地
下
高
速
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱
規
程
（
令
和
二
年
交
通
局
規
程
第
二
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
を
発
売
し
た

と
き
か
ら
当
該
乗
車
券
に
記
録
さ
れ
た
通
学
証
明
書
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書

に
記
載
の
卒
業
予
定
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
通
学
証
明
書
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分

証
明
書
の
郵
送
又
は
送
信
を
必
要
と
し
な
い
。

第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
に
通
学
定
期
乗
車
券
の
購
入
を
希
望
す

る
旅
客
は
、
保
護
者
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
定
期
旅
客
運
賃
の
決
済
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
と
き
、
決
済
に
使
用
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
関
す
る
情
報
は
、
購
入
の
都
度
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
名
義
人
が
入
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
前
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
決
済
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
三
十
号

東
京
都
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

東
京
都
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
取
扱
規
程
（
平
成
二
十
年
交
通
局
規
程
第
三

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

通
学
証
明
書
の
提
出
又
は
身
分
証
明
書
の
提
示
に
よ
り
卒
業
予
定
年
月
日
を
確
認
し
た
上
で
発
売
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し
た
通
学
定
期
乗
車
券
を
継
続
発
売
す
る
と
き
は
、
当
該
乗
車
券
を
発
売
し
た
と
き
か
ら
当
該
乗
車

券
に
記
録
さ
れ
た
卒
業
予
定
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
施
行
規
程
第
二
十
七
条
第
一
項
本
文
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
通
学
証
明
書
の
提
出
及
び
身
分
証
明
書
の
提
示
を
不
要
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
三
十
一
号

東
京
都
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程

東
京
都
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱
規
程
（
令
和
二
年
交
通
局
規
程
第
二

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
定
期
乗
車
券
を
発
売
し
た

と
き
か
ら
当
該
乗
車
券
に
記
録
さ
れ
た
通
学
証
明
書
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書

に
記
載
の
卒
業
予
定
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
通
学
証
明
書
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分

証
明
書
の
郵
送
又
は
送
信
を
必
要
と
し
な
い
。

第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
に
通
学
定
期
乗
車
券
の
購
入
を
希
望
す

る
旅
客
は
、
保
護
者
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
定
期
旅
客
運
賃
の
決
済
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
と
き
、
決
済
に
使
用
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
関
す
る
情
報
は
、
購
入
の
都
度
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
名
義
人
が
入
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
前
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
決
済
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示
（
交
）

◉
交
通
局
告
示
第
一
号

昭
和
五
十
四
年
交
通
局
告
示
第
十
一
号
（
東
京
都
乗
合
自
動
車
の
運
行
系
統
の
名
称
及
び
区
間
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

表
中

「
都
第
三
号
系
統

四
谷

駅
前

晴
海

埠
頭

銀
座

四
丁

目

八
・
六

九
〇

」
を

「
都
第
三
号
系
統

四
谷

駅
前

晴
海

五
丁

目
タ

ー
ミ

ナ
ル

銀
座

四
丁

目

往
八
・
一

九
〇

復
八
・
七

六
〇

」
に
、

「
都
第
五
号
系

統

一
系

統

晴
海

埠
頭

東
京

駅
丸

の
内

南
口

銀
座

四
丁

目

五
・
五

七
〇

」
を

「
都
第
五
号
系

統

一
系

統

晴
海

埠
頭

東
京

駅
丸

の
内

南
口

銀
座

四
丁

目

往
五
・
一

七
〇

復
五
・
三

七
〇
」

に
、

「
都
第
六
号
系
統

渋
谷

駅
前

新
橋

駅
前

天
現

寺
橋

往
八
・
五

一
〇

復
八
・
三

一
〇
」

を
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「
都
第
六
号
系
統

渋
谷

駅
前

新
橋

駅
前

天
現

寺
橋

八
・
三

一
〇
」
に
、

「
橋
第
八
十
六
号
系
統

目
黒

駅
前

新
橋

駅
前

愛
育

ク
リ

ニ
ッ

ク
前

往
八
・
二

五
〇

復
八
・
〇

五
〇
」

を

「
橋
第
八
十
六
号
系
統

目
黒

駅
前

新
橋

駅
前

愛
育

ク
リ

ニ
ッ

ク
前

八
・
〇

五
〇

」
に

改
め
、
同
表
錦
第
十
三
号
系
統
の
部
甲
系
統
の
項
中
「
九
・
八
三

〇
」
を
「
九
・
六
三
〇
」
に
改
め
、
同
表
直
行
第
二
号
系
統
の
項
を

削
り
、
同
表
中

「
江
東
第
一
号
系
統

潮
見

駅
前

潮
見

駅
前

木
場

二
丁

目
・

辰
巳

駅
前

（
循

環
）

九
・
八

〇
〇

」
を

「
江
東
第
一
号

系
統

一
系

統二
系

統三
系

統

潮
見

駅
前

潮
見

駅
前

木
場

二
丁

目（
循

環
）

辰
巳

駅
前

（
循

環
）

豊
洲

駅
前

五
・
三

〇
〇

四
・
五

〇
〇

五
・
四

五
〇

に

（
循

環
）

」

改
め
る
。
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